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本日、令和３年第１回定例会は終了しました。 

 

コロナ禍が長期化する中、医療関係者の方々の粘り強い取組と、都民の皆様の

献身的なご理解ご協力に心より感謝申し上げます。また、東日本大震災発生から

十年が経過しました。改めて、震災によってお亡くなりになられた方々とご遺族

の皆様に哀悼の意を表し、震災により被災をされた方々、今なお避難生活を余儀

なくされている方々に心よりお見舞いを申し上げます。 

 

本定例会は、東京がコロナ禍の現状を切り抜け、コロナ後の発展に向けた道筋

をつけるための議会です。また、ワクチン接種、都内経済の回復、オリパラ東京

大会の準備など目前の課題への対応を可及的速やかに決断実行しなければなりま

せん。さらに、首都直下地震や激甚化する風水害への備え、少子高齢化への対応、

医療・福祉の充実、教育環境整備などの課題が山積しています。  

そうした中、我が党は目前の難局を乗り越えるべく、現場の声を伺いながら、

様々な課題にスピード感を持って、「責任と実行力」を発揮することこそが政治の

真価であることを肝に銘じ、政策提言や政策論議を展開しました。 

 

最初に、コロナ対策についてです。 

国による緊急事態宣言が解除され、段階的緩和措置期間も来週には終了します。

コロナ感染再拡大の不安は拭えませんが、一歩ずつ前に進んでいかなければなり

ません。１年以上に及ぶこれまでのコロナ感染症の影響は、都民生活と都内経済

活動に広く深く浸透しています。今後は、感染症対策に手を抜くことなく、少し

ずつ日常を取り戻し、かつ有効な経済回復に取組んでいく必要があります。 

そのためにも、国としっかり連携し、首都圏一体となって、区市町村の実態を

踏まえた各種対策を着実に推進していくべきです。また、リバウンドや第４波の

発生に至った場合、既に危機的な状況におかれている飲食店や関連事業者にとっ

て致命的です。貸付や相談だけに留まらず、こうした関連事業者の事業継続に対

する一歩踏み込んだ都独自の支援の実行を強く求めました。 

 

また、こうした取組を支えるのがワクチン接種です。変異種など次々と課題が

発生していますが、ワクチン接種には一定の時間を要するのはやむを得ません。 

浮足立つことなく、医療関係者や高齢者の方々等を優先しながら、都内全域で、

効率的に接種を進めていくよう求めました。そして、それには都民、都内事業者

の理解・協力が不可欠であり、十分な説明と丁寧な対応等を要請しました。 



次に、オリパラ東京大会は、昨日、福島から聖火リレーがスタートしました。

コロナの不安が残る中、様々な困難が予想されますが、ひとつひとつ丁寧に解決

していく以外に道はありません。選手、観客、ボランティアの感染対策など、大

会開催時の具体的なコロナ対策の構築が急務です。コロナ禍での大会開催までの

道筋、大会運営の具体案に関する情報発信を国民も世界も待っています。困難な

課題が山積しますが、大会開催と成功に向けて邁進していくことを強く要請しま

した。 

 

去る３月１１日、東日本大震災から１０年を迎えました。 

我が党は、これまで「東北の復興なくして日本の再生なし」との決意のもと、

国政と連携して、被災地の復興支援に取り組んでまいりました。医師、保健師、

技術職、事務職などを被災地に派遣するとともに、公営住宅等への受入れなど多

様な支援を行うよう都へ提言してきました。引き続き、被災地の復興支援に全力

で取り組むことを固くお誓い申し上げます。 

また、首都直下地震、激甚化する風水害、南海トラフ地震による津波など、自

然災害への対策を強化し、首都東京の被害を最小限に食い止めなければなりませ

ん。耐震化の推進、護岸や防潮堤の整備、都県境の橋梁整備を進めるとともに、

感染症対策やプライバシー保護、ペット対策にも配慮した避難所整備も重要です。

都と区市町村が一体となり、首都圏や国ともしっかり連携し、東京の防災対応力

を強化するよう強く要望しました。 

 

最後に、議員提出条例について述べます。 

我が会派が共同提案し可決された「こども基本条例」は、子供の多様な権利を

尊重し、その為に必要な環境を整備するためのものです。しかし、この条例案に

対し、一部会派からコロナ条例の審議に絡めたり、都議選の話を持ち出したり、

まさに政局として利用しようとしたことに強く抗議いたします。また、都民ファ

ーストの会と共産党都議団が野合の上提出した修正案は、真摯に条例を審議する

という議員としての基本姿勢に欠けたものであることを強く非難いたします。 

一方、都民ファーストの会から提出された「コロナ条例を一部改正する条例案」

は、当初アピールしていた罰則規定が姿を消し、既にコロナ対応として行政が行

っている施策を追認するだけの、中途半端なパフォーマンスと言わざるを得ず、

反対しました。 

 

我々都議会自民党は、都民や事業者の皆様の声をしっかり受け止め、気持ちに

寄り添い、実効性の伴った施策を全力で進めてまいります。今後とも皆様の暖か

いご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。    

 


